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ジュニアサッカー選手のパーソナリティに関する研
究 : 競技レベル，学年，ポジションに着目して














































A study on personality of junior Soccer players













差異について検討することを目的とした。対象者はサッカーのクラブチームに所属する中学 3 年生 35 名（平均年齢 14.17 ± 0.38
歳）および高校のサッカー部に所属する 3 年生 50 名（平均年齢 17.26 ± 0.44 歳）の合計 85 名（全員男子）であった。パーソナリ
ティ検査として桂式自己成長エゴグラムを用いて分析した結果，非レギュラー群よりもレギュラー群の FC の自我状態が高いこ
と，中学 3 年生より高校 3 年生の NP の自我状態が高いこと，また，AC の自我状態において FW と GK の間に有意傾向が認め
られ，GK よりも FW の AC の自我状態が高い傾向にあることが明らかとなった。
キーワード：ジュニアサッカー選手，パーソナリティ，競技レベル，学年，ポジション



















































　2017 年 4 月～ 7 月
2．調査対象者
　東京都および神奈川県内にあるサッカーのクラブチームに
所属する中学 3 年生 35 名（平均年齢 14.17 ± 0.38 歳）と高校の
サッカー部に所属する 3 年生 50 名（平均年齢 17.26 ± 0.44 歳）







































































































　非レギュラー群は他の 2 群とは異なり，NP 優位の平坦型























































中学 3 年生は FC 優位の平坦型であるのに対し，高校 3 年生
は NP と FC 優位の M 型を示した。この結果は，サッカーが
選手の心理的成長に寄与する競技活動であることを示唆して

























より高校生のほうが CP と NP の自我状態が高いことがわか











AC の自我状態においては FW と GK の間に有意傾向が認め










まず FW に関しては高位な FC ならびに NP の自我状態を特










ジションである。これらの心性が不可欠となる FW と MF の
選手たちにおいては，必然的に周囲の状況を俯瞰するために
有効な NP や創造性・積極性の源となる FC の自我状態が促
進されるようである。





べきは高位な CP と AC の自我状態である。DF は周りと連携
を図りながら守備を担うポジションである。戦況次第では対






















割のひとつであり，それを実現させるのが NP や A の自我状
態である。さらに，ペナルティキック等の重要な場面で雰囲
気に飲み込まれないだけの強い自己を確立しておくためには，







　攻撃的ポジションである FW と MF のエゴグラム・プロ







































　中学 3 年生と高校 3 年生の平均値の差について分析した結





結果，中学 3 年生は FC 優位の平坦型であるのに対し，高校 3







自我状態において FW と GK の間に有意傾向が認められ，GK
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